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１．総人口の将来推計（船橋市）

２．年齢３区分別人口の推移（船橋市）
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３．世帯の家族類型の推移（船橋市）

出所：船橋市統計書（世帯の家族類型別一般世帯数、一般世帯人員及び親族人員）より作成

４．合計特殊出生率の推移

出所：船橋市統計書（人口動態指標）及び厚生労働省「厚生労働白書」より作成

合計特殊出生率：　15歳から49歳までの女性の年齢別出生率を合計したもので、1人の女性が一生の間に産む子供の数に相当するもの。
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５．男女別年齢階級別未婚率の推移（船橋市）

男性

女性

出所：船橋市統計書（年齢階級別人口及び未婚者数）より作成
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６．女性労働力率の推移

出所：国勢調査結果（総務省統計局）より作成

労働力率：15歳以上人口に占める労働力人口（就業者＋完全失業者）のこと。

７．正規・非正規雇用の割合の推移

出所：労働力調査結果（総務省統計局）より作成
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方針１　政策・方針決定過程への女性の参画の拡大
　　

８．市職場における管理監督職（課長補佐級以上）の女性職員の割合
（船橋市）

(%)

出所：人事課資料より作成

９.審議会等の女性委員の割合（船橋市）

(%)

出所：総務法制課の資料及びふなばし市政の概要より作成
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 １０．子どもの出生年別にみた、出産前後の妻の就業変化（第１子）

出所：令和5年版男女共同参画白書

11．市職場における男性職員の育児休業取得率（船橋市）

出所：令和3年度事業評価報告書、令和4年度事業評価報告書(案)より作成

1２．待機児童数（船橋市）

出所：令和3年度事業評価報告書、令和4年度事業評価報告書(案)より作成

方針２　雇用等における男女共同参画の推進と仕事と生活の調和
　　　　　（ワーク・ライフ・バランス）
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１３．夫婦の１日当たりの家事・育児時間の推移

　　出所：令和３年社会生活基本調査

　　　　　　家事関連時間：　「家事」、「介護、看護」、「育児」及び「買い物」の時間

１４．共働き等世帯数の推移

出所：令和4年版　厚生労働白書

　　　6歳未満の子供を持つ夫婦の１日当たりの家事・育児関連時間の推移
　　　　一週全体、夫婦と子供の世帯
　　　（全国）
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 １５．ひとり親世帯推移（船橋市）

(世帯)

出所：船橋市統計書より作成

１６．性的少数者への差別や偏見の有無（船橋市）
（％）

出所：令和2年度男女共同参画市民アンケートより作成

方針３　誰もが安心して暮らせる環境の整備
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（％）

出所：令和2年度男女共同参画市民アンケートより作成

船橋市地域防災計画（令和４年 ４月 修正）より抜粋
地震１．５－9

第３ 避難所運営体制の整備

（４）女性や子育て家庭への配慮

　避難所運営における女性に配慮した主な取組みは、下記のとおりである。

・避難所の設置・運営委員会への女性の参加

・初動期から女性職員の避難所配備

・男女別更衣室・トイレの設置

・授乳場所の設置

・女性や子育て中の家庭等の生活空間の配置に対する配慮

・女性用下着、生理用品などの衛生用品、妊産婦マットなどの備蓄

・女性相談員等による相談窓口の開設

１８．防災計画等における男女共同参画の視点からの取り組み
（船橋市）

　災害時における避難所運営では、男女別更衣室・トイレ、授乳場所等の設置など、女性の
ニーズを反映し、男女双方の視点に配慮した避難所運営を行う必要がある。

　そこで、避難所運営委員会に女性が参加することはもちろん、各避難所での避難所運営マ
ニュアル作成の際にも、地域の女性が参加することが望ましい。

　市は、避難所運営体制の整備において、その検討段階から女性の参画を促し、女性リー
ダーの育成に努めるものとする。

１７．防災や災害対策において、男女の性別に配慮した対応が必要
だと思うこと（船橋市）
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方針４　女性に対する暴力の予防と根絶のための基盤づくり
方針５　配偶者等からの暴力の防止及び被害者の保護等の推進

１９.ＤＶ相談件数（船橋市）

（件）

出所：Ｈ28～R2は家庭福祉課作成、 R3・R4は子ども家庭支援課に確認し作成

２０.ＤＶに関する相談窓口の周知度（船橋市）
（％）

出所：令和2年度男女共同参画市民アンケートより作成
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２１.ＤＶとなりうる行為の周知度（船橋市）

１９.ＤＶ相談件数（船橋市）

出所：令和2年度男女共同参画市民アンケートより作成
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（身体的暴力）平手でうつ、足でける、髪を引っぱ

る、腕をねじる、凶器を体につきつける、引きず

りまわす、物を投げつける

（精神的暴力）大声でどなる、人前でバカにしたり

命令口調でものを言う、実家や友人との付き合

いを制限、電話やメールを細かくチェック、子ど

もに危害を加えると言っておどす

（経済的暴力）生活費を渡さない、外で働くことを

認めない、仕事を辞めさせたりする

（性的暴力）嫌がっているのに性行為を強要、中絶

を強要、避妊に協力しない
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２２. 指標一覧（第４次船橋市男女共同参画計画） 
 

課題Ⅰ 男女が共に活躍できる環境づくり 

①市職場における管理監督職への女性職員の登用率 

（課長補佐級以上） 

令和３年度(Ｒ3.4.1) 令和４年度(Ｒ4.4.1) 令和５年度(Ｒ5.4.1) 令和７年度目標値 

20.4％ 21.0％ 22.8％ 22.0％ 

※目標値は女性活躍推進法に基づく特定事業主行動計画に合わせる 

 

②市の審議会等の女性委員の割合 

令和３年度(Ｒ3.4.1) 令和４年度(Ｒ4.4.1) 令和７年度目標値 

29.4％ 31.6％ 40.0％ 

  

③職場における男女の地位の平等感 

（職場で男女平等と感じる人の割合） 

令和２年度船橋市男女共同参画市民アンケート 令和７年度目標値 

25.5％ 30.0％ 

 

④ワーク・ライフ・バランスの周知度 

（ワーク・ライフ・バランスという言葉を見たり聞いたりしたことがある人の割合） 

令和２年度船橋市男女共同参画市民アンケート 令和７年度目標値 

55.8％ 75.0％ 

 

⑤市職場における男性職員の育児休業取得率 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和７年度目標値 

38.4％ 54.2％ 51.4％ 40.0％ 

※目標値は女性活躍推進法に基づく特定事業主行動計画に合わせる 

 

課題Ⅱ 安全・安心な暮らしの実現 

⑥性的少数者の周知度 

（性的少数者（またはＬＧＢＴ）という言葉も意味も知っている人の割合） 

令和２年度船橋市男女共同参画市民アンケート 令和７年度目標値 

82.1％ 90.0％ 
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課題Ⅲ 配偶者等からの暴力の根絶 

⑦ＤＶとなりうる行為の周知度 

（ＤＶとなりうる行為と知っている人の割合） 

令和２年度船橋市男女共同参画市民アンケート 令和７年度目標値 

（身体的暴力） 平手でうつ、足でける、髪を引っぱる、腕をねじる、

凶器を体につきつける、引きずりまわす、物を投げつける 95.9％ 100.0％ 

（精神的暴力） 大声でどなる、人前でバカにしたり命令口調でものを

言う、実家や友人との付き合いを制限、電話やメールを細かくチェック、子ど

もに危害を加えると言っておどす 
90.5％ 100.0％ 

（経済的暴力） 生活費を渡さない、外で働くことを認めない、仕事を

辞めさせたりする 84.4％ 100.0％ 

（性的暴力） 嫌がっているのに性行為を強要、中絶を強要、避妊に協力

しない 
89.3％ 100.0％ 

 

⑧ＤＶに関する相談窓口の周知度 

（市役所でＤＶの相談ができることを知っている人の割合） 

令和２年度船橋市男女共同参画市民アンケート 令和７年度目標値 

63.0％ 75.0％ 

 

課題Ⅳ 男女共同参画社会の実現に向けた基盤の整備 

⑨保育所等の待機児童数 

令和２年度(Ｒ3.4.1) 令和３年度(Ｒ4.4.1) 令和４年度(Ｒ5.4.1) 令和７年度目標値 

 12 人 28 人 9 人 ０人 

 

⑩社会全体における男女の地位の平等感 

（社会全体で男女平等と感じる人の割合） 

令和２年度船橋市男女共同参画市民アンケート 令和７年度目標値 

18.7％ 30.0％ 

 

⑪「男は仕事、女は家庭」という考え方について 

（「男は仕事、女は家庭」という考え方に、そう思わない（どちらかといえばそう思わないを含む）人の割合） 

令和２年度船橋市男女共同参画市民アンケート 令和７年度目標値 

70.6％※ 75.0％ 

※「どちらかといえばそう思わない」23.0％「そう思わない」47.6％ 
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